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２０２２年３月１日（火）

美術の作品「１DAY展覧会」を行います！

今、１年生のレタリング作品ができつつあり

ます。完成しましたら、その前の課題だった木

彫の額縁に「レタリング」か「平面構成」か、

どちらかを入れて、展覧会をします。一時に全

部展示するスペースはありませんので、１年生

の掲示板のところに各クラス１日だけ、展示し

ます。展示し終わったら持ち帰ります。

ようやく作品をご家庭に届けることができます。
得手不得手のある教科ではありま
すが、特に額縁は時間をかけて作
った作品です。保護者の皆様には
どうぞ 、暖かい声をかけていただ
きたいと思います。

１年間のまとめと、２年生への心構えを
今月で、「１年生」は終了です。早かったですね。コロナ禍で入学して以来、その脅威は収まら

ず、ずっと対策をしてきた中での１年でした。コロナでなかったら、全校集会も、大中フェスタで

の体育館での全校企画も、３学年揃った合唱祭もあったはずでした。みなさんは、通常ではなかっ

た行事が「普通」のものとして過ごしてきましたが、それでもその中で一生懸命に取り組んできま

したね。与えられた条件の中で、いろいろと工夫をこらし、学級の仲間と力を合わせて楽しく行事

を盛り上げ、日常の生活もコロナ対策をスムーズにでき、立派だったと思います。

さて、この１年間で、自分自身の成長はどれほど見られましたか。身長は何センチ大きくなりま

したか。学力は、十分につきましたか。思春期の中、揺れ動く心は自分でコントロールする余裕は

ありますか。自分の心の中にたくさんの人を受け入れる大きな器ができましたか。１年間のまとめ

をこの３月にはやってみてください。

中学生の３年間は短いものです。その３分の１が終わろうとしています。

その期間が、みなさんにとって素晴らしい１年であったことを、学年の先生

は心から願っています。来月からは「２年生」ですね。大府中の中堅として

大きな役割が発生します。「先輩」と呼ばれるのですから。新しく入ってくる

１年生から見て、「あんな先輩みたいになりたいな」と思える人になってくだ

さいね。さて、そうなるためにどんな行動や生活をしたらよいでしょうか。

考えてみましょう。

学習の積み残しのないように

定期テスト時に提出物になっていた課題や、

授業の中で出されていた課題がまだ、未提出の

人がいます。担任の先生や教科の先生と、いつ

までにできるか相談しましょう。課題に出され

た内容は必要な学習内容ですから、最後までし

っかりとやりましょう。

もうとっくに提出期限が切れてしまった課題

がある人もいます。特に実技４教科の課題を未

提出のままにすると、場合によっては成績に影

響することがあります。次回からはそのような

ことのないようにしっかりと自分に言い聞かせ

ましょう。

たくさんの積み残しや、わからないところが

あって困っている人は、先生に相談しましょう。

みなさんの学習がしっかりとできるように学校

があるのです。でも、努力なしでは学力はつき

ません。

「知は力」。いろいろな

分野にわたって学習する

ことは、生涯にわたって

大事なことです。

学級レクを計画しています！

３月１８日（金）６限に学級レクを計画して

います。コロナ対応で学年レクは取りやめにな

り、最後の思い出に学級で行うことになりまし

た。出し物は、学級それぞれで

考えています。

思いっきり楽しんで、名残惜し

いですが、今のクラスの絆を確

かめ合いましょう。



★★★★★３月の予定 ★★★★★

１ 火 ④セルフディフェンス講座

２ 水 ⑤⑥卒業式準備 ４５分授業

３ 木 卒業式 （１年生は登校しません）

４ 金 ⑥火４

５ 土

６ 日

７ 月

８ 火

９ 水

１０ 木 ⑤⑥カット 給食あり

１１ 金 ⑤⑥カット 給食あり

１２ 土

１３ 日

１４ 月 ４５分授業

１５ 火

１６ 水

１７ 木 ⑥生徒会役員選挙

１８ 金

１９ 土

２０ 日

２１ 月 春分の日

２２ 火

２３ 水 ④学年集会 ⑥大掃除 給食最終

２４ 木 修了式

２５ 金 春休み～

２６ 土

２７ 日

２８ 月

２９ 火

３０ 水

３１ 木

※１年生最後の定期テストで、１年間でいちばん良い取り

組みをして、悔いなく終えることが大事！

※ ４月当初のことについては、修了式

の日に学年便り最終号としてお知らせ

します。合わせて、３学期学年会計報

告もお知らせします。

集金について

３月は集金しません。
１年間ありがとうございました。
次学年に向けて、現金集金を極力なくすた
めに、引き落としができますよう、ご協力
をお願いします。

スマホ脳にならないように！

社会現象にもなった世界的ベストセラーの本で、アンデシュ・ハンセン著「スマホ脳」という本が

日本に上陸しています。スティーブ・ジョブズを筆頭に、ＩＴ業界のトップはわが子にデジタル・デ

バイスを与えないそうです。スマホを長い時間使う人、特にティーンエイジャー（十代の少年少女）

には、睡眠障害、うつ、いらいら、記憶力や集中力、学力の低下、依存などの現象があらわれ、スマ

ホの便利さにおぼれていると、あなたの脳が確実に蝕まれていく…という内容

が書かれています。

ベストセラーの本ですので、本屋さんで手に取ってみるのもよいかと思いま

す。スマホやタブレットは便利で普及していますが、ずっと長時間使用してい

るのは、やはり体には良くないでしょう。特に何時間もゲームをしている人や

何時間も SNS で会話をしている人は、ちょっとしたことでイライラしたり、気
持ちの浮き沈みが激しくなったりしていませんか？そうなったら危険信号で

す。スマホに脳を乗っ取られないように、何事もやり過ぎに注意です。

国語科の巻

「国語って何を勉強すればいいの？」

生徒からも（大人からも！）よく聞かれる

質問です。具体的に何をすればいいのか？

いつの時代でも“勉強の仕方がわからない

教科”ナンバーワンが国語のようです。

そんなみなさんに，ひと言。国語の極意

は「人と関わること」です。ひとり机に向

かうときも，文章の向こう側にいる書き手

を意識すること。授業では級友の発言を聞

き，意見をもつこと。そして自分の思いを

知ってもらう努力をすること。「他者の思い

や考えを読み取り，自分の考えを伝える術

を学ぶ」のが国語です。

小学校の国語と異なり，中学校の国語で

は古文の読解がはじまります。２学期には

千年以上前に書かれた『竹取物語』を読み

ました。さらには中国の古典である故事成

語を学び，語彙も増えました。ドイツ文学

『少年の日の思い出』も読み終わり，３月

には文法の基礎に取りかかります。漢字も

文法も読書も「人と関わる」術の一部です。

国語を通じて「人との関わり」の面白さや

難しさを感じてほしいです。（国語科担当）


